




The Sentence-Final Particle de in the Okayama City Dialect
Hiromasa Kobatake
Abstract: The current study examines the dialect of Okayama city, particularly the sentence-
ﬁ nal particle de, which is analogous to the Japanese common language sentence-ﬁ nal particle yo. 
A comparison of de and yo revealed two main ﬁ ndings. First, similar to the Japanese common 
language, the basic meaning of de in the Okayama city dialect is to display mental manipulation 
and represent a gap in recognition. The particle de conveys diﬀ erent meanings based on its 
intonation: pronouncing de with a rising intonation indicates the compulsion of mental operation, 
while a falling tone indicates the delegation of mental operation. Second, in the Okayama 
city dialect, de can be used in diﬀ erent ways. It can be used to express something that is not 
apparent to the speaker or to refer to the display of a limited gap in recognition, and it does not 
require a reaction from the audience.




































































































(8) ハヨー　イケ｛* デ↑／ * デ↓／ヨ／ヤ／φ｝。
　　（早く行けよ。）
(9) オメーワ　イクナ｛* デ↑／ * デ↓／ヨ／ヤ／φ｝。
　　（お前は行くなよ。）
(10) ホンマニ　イクン｛* デ↓／ * デ↑／カ／φ｝？
　　（本当に行くのか？）


















　　｛* デ↓／ * デ↑／φ｝。
　　（多分今日はあめが降るだろうよ。）


















































































































































































































音化した際には　[ ショー ] ルンデ [ ー　のように2拍
目で上昇するが，「のだ」文においては高く平らな音

































































































































(38) イマ　ナンション｛* デー↓／ * ナー／ * ナラ
　　／φ｝？　（今何をしているの？）

























































(43) a ソロソロ　イコ [ ー。
b ソロソロ　｛イ [ コ ] ーデ／イ [ コ ] ーヤ。｝
c ソロソロ　｛イ [コーデ ]ー／　イ [コーヤ ]ー｝。
（そろそろ行こうよ。）
(44) a イッショニ　ハシロ [ ー。
b イッショニ　｛ハ [シロ ]ーデ／ハ [シロ ]ーヤ｝。
c イッショニ　｛ハ [ シローデ ] ー／ハ [ シロー
ヤ ] ー｝。
（一緒に走ろうよ。）
(45 )a アシタ　ガッコー　イクマ [ ー。
b アシタ　ガッコー　｛イ [ クマ ] ーデ／イ [ ク
マ ] ーヤ｝。




　(43) ～ (45) の b のように，デ↓ではデ↓を伴わない





























(46) a サキニ　カンガエテカラ　コ [ ードーショー。
b サキニ　カンガエテカラ　コ [ ードーショ ] ー
デ。












(47) a 遊園地に行 [ こ ] う。
b 遊園地に行 [ こ ] うよ。









































































B：デキル｛ワ／ * デ↑／ * デ↓｝。ナニ　ヨーン
ナー。　（できるよ。何をいっているんだ。）









































































































(51) a ほな，あとは俺がやっとく｛* デ／ワ｝。
もう休憩し。（野間2011，pp.44）
(51) b ジャー　アトワ　オレガ　ヤットク｛* デ↑／
デ↓｝。モー　キューケーセー。
（じゃあ後は俺がやっておくよ。もう休憩しろ。）
　以上，岡山市方言と大阪方言とを対照し，相違を示
した。これらのことをまとめると，岡山市方言におけ
る「デ」は形式的にはコピュラを介さず接続する点，
勧誘文においても接続できる点において異なる。また，
用法については以下の点で大阪方言とは異なる。
・話し手にとって自明のことでなくとも表せる。
・認識上のギャップの表示を重視する。
・聞き手からの反応を前提としない。
　これらは７．１．で示した共通語の「よ」との対照
でも相違点として現れており，岡山市方言における
「デ」の特徴であると言える。
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